
流治資料４

内外水一体多段階浸水想定区域図・水害リスクマップについて



計画規模（L1：W=1/100雨量確率規模） 想定最大規模（L２規模）

○これまでに水防法に基づき住民等の迅速かつ円滑な避難等に資する水害リスク情報として、想定最大規模降雨や計画規模を対象とした「洪
水浸水想定区域図」を公表（黒部川：平成２８年６月公表）。

○しかし、避難計画や避難行動に用いる場合には有効であるものの、想定する降雨規模が大きいことや土地ごとの浸水の生じやすさ（浸水の
頻度）が明らかとなっていないことから、水災害リスクを踏まえた防災まちづくりの検討等に活用しづらいという課題がある。
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水害リスクマップの必要性、目的



水害リスクマップの必要性、目的

①多段階の浸水想定図（外水氾濫
※

） ②外水氾濫の水害リスクマップ
※国管理河川からの氾濫

多段階の浸水想定図を重ね合わせ
W=1/10、1/30、1/50、1/100
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降雨確率規模毎 多段階の浸水想定図を統合して作成
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○想定最大規模降雨や計画規模を対象とした「洪水浸水想定区域図」 の課題に加え、土地利用や住まい方の工夫の検討および水災害リスクを
踏まえた防災まちづくりの検討など、流域治水の取組を推進することを目的として、降雨の確率規模別に作成した浸水想定図である「①多
段階の浸水想定図」、および、所与の浸水深になると想定される浸水範囲を、降雨の確率規模別に異なる色で示した地図である「②水害リ
スクマップ」を公表（黒部川：令和５年３月公表） 。
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○黒部市洪水ハザードマップでは、想定最大規模の浸水深等と併せて「洪水実績・洪水常襲箇所」として内水氾濫等の実績を記載し、内水に
よる水害リスクがあることが示されている。

黒部市洪水ハザードマップ

水害リスクマップの必要性、目的 黒部市洪水ハザードマップにおける洪水実績・洪水常襲箇所
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本川水位の上昇に
より、内水河川や
排水路から排水で
きずに浸水

P

外水氾濫

内水氾濫

これまでの図面との違い

現状 今後

内水河川や排水路等の流域に
短時間に強い雨が降ることで、
排水能力を上回り浸水

主要河川の外水氾濫を対象とした氾濫解析のイメージ 主要河川・内外水一体型の氾濫解析イメージ

外水（黒部川本川）のみ 外水（黒部川本川）＋内水（下水道等）

P

本川水位が上昇し、破
堤や溢水により浸水

外水氾濫

内水氾濫（下水道などの浸水等）を考慮していないため、
氾濫状況を十分に表現できていない
→今後、このエリアに家が建つ可能性が生じる

○洪水浸水想定区域図や多段階の浸水想定図、水害リスクマップはすべて直轄河川からの外水氾濫のみを対象としてきた。
○しかし、一般にその治水安全度の違いから本川氾濫に先んじて内水氾濫等が生じるケースが多く、高頻度、中高頻度の外力に対しては本川

氾濫よりもこれらの氾濫を想定する場合も多い。
○氾濫解析を防災まちづくりに活かす際には、大河川、中小河川、下水道等の浸水リスクを統合化することが重要で、直轄河川からの氾濫だ

けでなく、内水氾濫等も表現することが重要となる。
○したがって、直轄河川の氾濫だけでなく、内水氾濫等も想定した内外水統合版の水害リスクマップを作成。
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今後の活用・展開

○内外水統合版水害リスクマップを踏まえ、今後は土地利用規制や居住の誘導促進、企業BCPの作成、水害保険への水害リスクの反映といった
活用が期待される。

○こうした取組により「水災害リスクを踏まえたまちづくり・住まいづくり」を促進していく。

災害ハザードエリアから都市機能誘導区域への移転促進 滋賀県流域治水の事例
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